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３．受賞のポイント

本研究業績は、土壌からのカドミウム溶出メカニズムを解明し、カドミウム汚染土壌の
化学的洗浄処理による新たな修復技術を開発したものであり、基礎から応用まで一貫し
た研究に取り組んでいる点で評価できる。本成果は、これまで客土しかなかったカドミ
ウム汚染水田の修復において、普及性の高い実用的な手法としての活用が期待される。

主な業績

わが国には、廃鉱山や旧製錬所等からのカドミウムによって汚染された水田が存在し

ているが、既存の修復技術である客土法はコストが高く、未汚染土壌の確保が困難であ

る等の理由で実施が困難となりつつある。一方、コーデックス委員会において、米等の

食品中カドミウム含量の国際的な基準値が現在策定中であることから、低コストなカド

ミウム汚染土壌の修復技術の開発が緊急に求められている。

本研究では、水田土壌に塩化第二鉄を添加すると、生成する水素イオンと塩化物イオ

ンの働きによって土壌に吸着したカドミウムが効率よく抽出されることを明らかにした。

この原理に基づき、カドミウム汚染水田に塩化第二鉄を施用・洗浄し、さらに、カドミ

ウムを含む廃液を現場で処理する実用的な土壌洗浄技術を開発した。

本法実施後の水田で栽培した水稲の収量減少などの悪影響はなく、稲わら及び玄米中

のカドミウム含量は大幅に低減することから、本法は食品中のカドミウム濃度低減にお

ける有効な対策として期待される。

これらの成果は、国産米の安全な生産環境を確立し、国民の食に対する安全確保に大

きく寄与するものである。
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図３　洗浄処理に伴う水稲のカドミウム含量の変化
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写真1　洗浄圃場と排水処理装置
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図1　土壌からのカドミウム溶出　
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食品中カドミウム含量のカドミウム低減技術
として期待される
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および国民の食の安全確保に大きく寄与図2　洗浄処理に伴う水稲の
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カドミウム汚染水田における実用的な土壌洗浄技術の開発が急務

コーデックス委員会が、コメなど食品中カドミウム含量の国際的な基準値を策定中

わが国には廃鉱山などからのカドミウムによって汚染された水田が存在背景

既存の修復技術である客土法は、未汚染土壌の不足などの理由で実施が困難な状況

①化学的洗浄処理によるカドミウム汚染土壌の新規浄化メカニズム

②カドミウム汚染水田における実用的な土壌洗浄技術の開発

技術的成果

実施効果
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